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貸 借 対 照 表 
2023年 3月31日現在 

（単位：百万円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

科  目  金  額 科  目  金  額 

流 動 資 産  30,579 流 動 負 債  20,654 

現 金 及 び 預 金  80 買 掛 金  8,342 

受 取 手 形  23 短 期 借 入 金  2,150 

売 掛 金  9,535 一年内返済予定の長期借入金   2,500 

契 約 資 産  693 一年内返済予定のリース債務   42 

商 品  3,273 未 払 金  1,988 

仕 掛 品  65 未 払 費 用  2,071 

未 収 入 金  15,354 未 払 法 人 税 等  241 

そ の 他  1,553 未 払 消 費 税 等  422 

貸 倒 引 当 金  ▲ 1 契 約 負 債  2,702 

   預 り 金  113 

固 定 資 産  13,237 製 品 保 証 等 引 当 金  6 

有 形 固 定 資 産  3,772 受 注 損 失 引 当 金  69 

建 物  1,032 そ の 他  0 

機 械 及 び 装 置  464 固 定 負 債  6,687 

器 具 備 品  2,104 リ ー ス 債 務  121 

リ ー ス 資 産  162 退 職 給 付 引 当 金  6,017 

建 設 仮 勘 定  8 資 産 除 去 債 務  490 

   そ の 他  57 

無 形 固 定 資 産  1,737 負 債 合 計  27,341 

ソ フ ト ウ ェ ア  1,554 純資産の部 

ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定  92 株 主 資 本  14,664 

電 話 加 入 権  30 資 本 金  5,000 

そ の 他  60 資 本 剰 余 金  299 

   資 本 準 備 金  299 

投資その他の資産  7,727 利 益 剰 余 金  9,364 

投 資 有 価 証 券  2,670 利 益 準 備 金  950 

関 係 会 社 株 式  1,064 その他利益剰余金  8,414 

保 証 金  618 繰越利益剰余金  8,414 

長 期 前 払 費 用  742 評価・換算差額等  1,811 

繰 延 税 金 資 産  2,221 その他有価証券評価差額金  1,808 

そ の 他  409 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  2 

   純 資 産 合 計  16,475 

資 産 合 計  43,817 負債及び純資産合計  43,817 

（注）記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。 

   



第 47 期 決算公告 
ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ株式会社 

2 
 

損 益 計 算 書 

自 2022年 4月 1日 

至 2023年 3月31日 

（単位：百万円） 

科目 金額 

営 業 収 益  69,976 

コンサルティング＆アドバイザリ収入 2,781  

先 端 プ ロ ダ ク ト セ ー ル ス 収 入 13,004  

Ｉ Ｔ ソ リ ュ ー シ ョ ン サ ービ ス 収 入 18,496  

Ｎ Ｗ ソ フ ト ウ ェ ア サ ー ビ ス 収 入 12,762  

セキュリティマネージドサービス収入 9,274  

ク ラ ウ ド サ ー ビ ス 収 入 7,299  

Ａ Ｉ ロ ボ テ ィ ク ス 収 入 6,356  

売 上 原 価  57,961 

売 上 総 利 益  12,014 

販売費及び一般管理費  8,884 

営 業 利 益  3,130 

営 業 外 収 益   

受 取 配 当 金 1，537  

雑 収 入 16 1,553 

営 業 外 費 用   

固 定 資 産 除 却 損 177  

為 替 差 損 43  

雑 支 出 30 251 

経 常 利 益  4,432 

特    別    損    失   

減 損 損 失 316 316 

税 引 前 当 期 純 利 益  4,116 

法人税、住民税及び事業税 967  

法 人 税 等 調 整 額 ▲ 226  741 

当 期 純 利 益  3,375 

（注）記載金額は表示単位未満を切り捨てて表示しております。 
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個 別 注 記 表 

1. 重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（1） 有価証券の評価基準及び評価方法 

① 子会社株式及び関連会社株式 ······· 総平均法による原価法によっております。 

② その他有価証券 

市場価格のない株式等以外のもの  ············ 当事業年度末日の市場価格等に基づく時価法によっており

ます。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、売

却原価は総平均法により算定しております。 

市場価格のない株式等 ······················ 総平均法による原価法によっております。 

 

（2） 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

商品 ·························································· 移動平均法による原価法によっております。 

仕掛品 ····················································· 個別法による原価法によっております。 

（注）いずれも貸借対照表価額は、収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法によって算定し 

ております。 

 

（3） デリバティブの評価基準及び評価方法 

時価法によっております。 

 

（4） 固定資産の減価償却の方法 

① 有形固定資産 ······································· 定額法によっております。 

② 無形固定資産 ······································· 定額法によっております。 

ただし、市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売

期間（3年以内）における見込販売収益に基づく償却額と販

売可能な残存販売期間に基づく均等配分額を比較し、いず

れか大きい額を計上する方法によっております。 

また、自社利用のソフトウェアについては、見込利用可能期

間（5年以内）に基づく定額法によっております。 

※耐用年数は、経済的使用可能予測期間によっております。 

ただし、所有権移転外ファイナンス・リースについては、リース期間によっております。 

※残存価額は、実質残存価額によっております。 

 

（5） 引当金の計上基準 

① 貸倒引当金 

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については債権の回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。 

② 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込

額に基づき、当事業年度末に発生していると認められる額を計上しております。 

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当期までに帰属させる方法については、給
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付算定式基準によっております。 

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数にわたり均等

償却しております。 

数理計算上の差異は、各期の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年

数にわたり、それぞれの発生の翌期から均等償却しております。 

③ 製品保証等引当金 

売上済製品等に対する無償補修費用に充てるため、保証期間内の補修費用見込額を、過去

の瑕疵担保実績等を基礎に計上しております。 

④ 受注損失引当金 

受注契約に係る将来の損失に備えるため、当事業年度末における受注案件のうち、損失発生

の可能性が高く、かつ、その金額を合理的に見積もることが可能な案件の損失見積額を受注損

失引当金として計上し、対応する仕掛品と相殺して表示しております。 

 

（6） 収益及び費用の計上基準 

商品又は製品の販売に係る収益は、主に卸売又は製造等による販売であり、顧客との販売契約

に基づいて商品又は製品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品又は製

品を引き渡す一時点において、顧客が当該商品又は製品に対する支配を獲得して充足されると判

断し、引渡時点で収益を認識しております。 

保守サービスに係る収益は、主に商品又は製品の保守であり、顧客との保守契約に基づいて保

守サービスを提供する履行義務を負っております。当該保守契約は、一定の期間にわたり履行義

務を充足する取引であり、履行義務の充足の進捗度に応じて収益を認識しております。 

請負工事に係る収益は、工事の進捗に従って顧客に成果が移転するため、工事期間にわたって

収益を認識しております。原価の発生が工事の進捗度に比例すると判断しているため、収益の認

識にはインプット法（原価比例法）を用いております。 

 

（7） ヘッジ会計の処理 

原則として繰延ヘッジ処理によっております。なお、振当処理の要件を満たしている為替予約に

ついては振当処理によっております。 
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2. 貸借対照表に関する注記 

（1） 有形固定資産の減価償却累計額 5,920百万円 

 

（2） 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く） 

① 短期金銭債権 660百万円 

② 短期金銭債務 1,616百万円 

長期金銭債権及び長期金銭債務について、該当取引はありません。 

 

 

3. 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 

繰延税金資産  

退職給付引当金 1,840百万円 

未払賞与 539百万円 

棚卸資産評価損 222百万円 

資産除去債務 150百万円 

減価償却費 142百万円 

有価証券評価損 106百万円 

未払法定福利費 78百万円 

未払事業税 58百万円 

一括償却資産 13百万円 

その他 74百万円 

繰延税金資産小計 3,224百万円 

評価性引当額 ▲ 181百万円 

繰延税金資産合計 3,043百万円 

繰延税金負債 

その他有価証券評価差額金 ▲ 796百万円 

建物 ▲ 24百万円 

繰延税金負債合計 ▲ 821百万円 

繰延税金資産の純額 2,221百万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 47 期 決算公告 
ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾃｸﾉﾛｼﾞ株式会社 

6 
 

4. 関連当事者との取引に関する注記 

（1） 親会社及び法人主要株主等 （単位：百万円） 

属性 会社等の名称 
議決権 

被所有 

割合 

関連当

事者と

の関係 

主な取引内容 取引金額 科目 期末残高 

親会社 日本電信電話㈱ 

被所有

直接

100％ 

親会社 

業務受託

に関する

収入 

18,551 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

449 

連結納税 827 未払金 - 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

価格その他の取引条件は、市場情勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で決定

しております。 

 

（2） 子会社等 （単位：百万円） 

属性 会社等の名称 
議決権 

所有 

割合 

関連当

事者と

の関係 

主な取引内容 取引金額 科目 期末残高 

子会社 

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ｴｲ・ﾃｨ・ 

ｼｽﾃﾑｽﾞ㈱ 

直接

100％ 
子会社 

業務受託

に関する

支出 

2,112 
買掛金 

未払金 
569 

NTT-AT アイピーエス

㈱ 

直接

100％ 
子会社 

業務受託

に関する

支出 

1,534 
買掛金 

未払金 
439 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

価格その他の取引条件は、市場情勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で決定

しております。 
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（3） 兄弟会社等 （単位：百万円） 

属性 会社等の名称 
議決権等

所有（被所

有）割合 

関連当

事者と

の関係 

主な取引内容 取引金額 科目 期末残高 

兄弟会

社等 

NTT ファイナンス㈱ なし 
親会社 

の子会社 

資金決済 40,444 未収入金 15,054 

ＣＭＳ預入 6,022 預け金 - 

ＣＭＳ借入 1,488 短期借入金 2,150 

資金借入 - 

一年内返

済予定の 

長期借入金 

2,500 

資金返済 2,000 

一年内返

済予定の 

長期借入金 

- 

東日本電信電話㈱ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

8,187 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

229 

西日本電信電話㈱ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

5,796 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

108 

ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ㈱ 
なし 

親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

3,630 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

1,590 

㈱ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

2,411 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

402 

㈱NTT ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｸﾉ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

1,812 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

44 

㈱NTT ﾄﾞｺﾓ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

1,716 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

724 

NTT ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ㈱ なし 
親会社 

の子会社 

業務受託

に関する

収入 

1,015 

売掛金 

その他 

（未収収益） 

0 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

① 価格その他の取引条件は、市場情勢を勘案して当社が希望価格を提示し、価格交渉の上で決

定しております。 

② NTTファイナンス㈱からの借入については、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しており

ます。 

③ NTTファイナンス㈱へのＣＭＳによる預入・借入における取引金額は、平均残高を表示しており

ます。ＣＭＳ以外からの資金借入による取引金額については、総額を記載しております。 

 

（４） 役員及びその近親者等  

 該当事項はありません。 
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5. １株当たり情報に関する注記 

（1） １株当たり純資産額        14,617円94銭 

 

（2） １株当たり当期純利益     2,994円65銭 

 

 

6. 重要な後発事象に関する注記 

記載すべき事項はありません。 

 

 

（本個別注記表の記載金額は、表示単位未満を切り捨てて表示しております。） 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /All
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.1000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions false
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.40
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 15
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

    /ENU (Use these settings to create high quality Adobe PDF documents suitable for a delightful viewing experience and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 7.0 and later.)
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


